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経
済
産
業
省
が
実
施
し
て
い
る
「
が
ん

ば
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
３
０

０
」
に
も
選
定
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
、
専
門
家
と

し
て
中
小
企
業
診
断
士
の
小
林
広
之
氏

が
、
吉
田
英
樹
理
事
長
よ
り
聞
き
取
り

を
行
っ
た
。

　

組
合
員
11
社
の
情
報
も
適
宜
配
信
。

企
業
紹
介
、
新
商
品
・
季
節
商
品
紹
介

な
ど
を
行
い
、
組
合
員
の
知
名
度
向
上

に
貢
献
す
る
こ
と
で
、
業
界
全
体
の
発

展
に
も
役
立
て
て
い
る
。

　

ま
た
、
組
合
の
上
部
団
体
で
あ
る
全

国
醤
油
工
業
協
同
組
合
連
合
会
の
ツ

イ
ッ
タ
ー
「
し
ょ
う
ゆ
情
報
セ
ン
タ
ー

＠
し
ょ
う
ゆ
応
援
隊(@

soysauce_info)
」

を
リ
ツ
イ
ー
ト
、
全
国
味
噌
工
業
協
同

組
合
連
合
会
が
設
立
し
た
「
み
そ
健
康

づ
く
り
委
員
会
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も

紹
介
し
て
い
る
。
醤
油
や
味
噌
を
使
用

し
た
料
理
の
紹
介
、
醤
油
の
歴
史
や
製

造
過
程
の
公
開
な
ど
、
面
白
く
、
役
に

立
つ
情
報
も
入
手
で
き
る
。

　

な
お
、
組
合
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
は
ホ
ー

ツ
イ
ッ
タ
ー
配
信
開
始

群
馬
県
醤
油
味
噌
工
業（
協
）

　

組
合
で
は
以
前
よ
り
試
験
的
に
ツ

イ
ッ
タ
ー
配
信
を
し
て
い
た
が
、
昨
年

10
月
か
ら
組
合
青
年
部
が
中
心
と
な

り
、
本
格
的
に
配
信
を
開
始
し
た
。
面

白
く
、
攻
め
た
内
容
も
取
り
入
れ
た
ツ

イ
ッ
タ
ー
に
し
た
い
と
の
考
え
の
も

と
、
醤
油
・
味
噌
に
関
す
る
様
々
な
情

報
を
提
供
し
て
い
る
。

　

本
格
配
信
を
機
に
始
め
た
取
組
み
と

し
て
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画
を
実
施
。
組

合
員
よ
り
商
品
の
提
供
を
受
け
、
応
募

し
た
フ
ォ
ロ
ワ
ー
に
抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
て
い
る
。

組合事務所棟(右)と
併設されている廃棄物処理工場(左)

ヒアリングを受ける吉田理事長（右）

組合のTwitter
（＠ｕ９ａａＩＡ３Ｇ５ＫＥＱＤ２Ｉ）

ム
ペ
ー
ジ（
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）か
ら
見

る
こ
と
も
で
き
る
。

組合HP

先
進
組
合
事
例
集
掲
載

に
向
け
て

（
企
）群
馬
中
高
年
雇
用
福
祉
事
業
団

　

11
月
６
日
、
全
国
中
小
企
業
団
体
中

央
会
が
実
施
し
て
い
る
「
組
合
資
料
収

集
加
工
事
業
」
に
お
け
る
ヒ
ア
リ
ン
グ

に
応
じ
た
。

　

本
事
業
は
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
や
組
合
等
連
携
組
織
が
、
新
た
な

事
業
活
動
へ
の
挑
戦
や
組
織
体
制
の
見

直
し
等
を
行
う
際
の
参
考
と
な
る
よ

う
、
知
識
や
経
験
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
移

転
・
活
用
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
。全
国
か
ら
集
ま
っ
た
事
例
を「
先

進
組
合
事
例
抄
録
」
と
し
て
報
告
書
に

ま
と
め
て
い
る
。

　

本
組
合
は
、
一
般
廃
棄
物
の
収
集
・

運
搬
及
び
処
理
、
公
園
等
の
管
理
運
営

を
主
な
事
業
と
し
て
い
る
。
高
齢
者
、
障

害
者
を
積
極
的
に
雇
用（
組
合
員
に
し
て

い
る
）
し
て
お
り
、
過
去
に
は
障
害
者

雇
用
優
良
事
業
所
と
し
て
群
馬
県
知
事

表
彰
、
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
。
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が
わ
か
る
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
さ
れ
、
来

場
者
は
興
味
深
そ
う
に
展
示
に
見
入
っ

て
い
た
。

な
っ
て
い
る
。

　

組
合
で
は
、
こ
れ
ま
で
こ
の
達
磨
窯

を
用
い
て
、
昔
な
が
ら
の
薪
の
み
を
使

用
し
た
製
法
に
よ
り
瓦
や
レ
ン
ガ
を
製

造
し
て
お
り
、
世
界
遺
産
の
富
岡
製
糸

場
跡
の
修
復
作
業
、
甘
楽
町
内
の
文
化

会
館
・
小
中
学
校
な
ど
多
く
の
施
設
の

瓦
屋
根
施
工
を
手
掛
け
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
の
色
付
け
の
様
子
は
、
甘

楽
町
商
工
会
が
取
り
組
ん
で
い
る
動
画

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
よ
り
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
に
て
動
画
配
信
さ
れ
て
い
る

（
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）。

動画配信にあたりインタビューを受ける
横山真一理事長(右)･小林保監事(中)･新井功理事(左)

「
館
林
織
物
求
評
会
」を開催

館
林
織
物
連
合（
協
）

達
磨
窯
で
瓦
を
色
付
け

甘
楽
福
島
瓦（
協
）

　

11
月
27
日
、
館
林
市
・
館
林
ヒ
ル
ズ

ホ
テ
ル
に
お
い
て
、「
館
林
織
物
求
評

会
」
を
開
催
し
た
。

　
「
館
林
紬
」
は
、
鎌
倉
時
代
に
生
産

が
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
色
合
い

豊
か
な
縞
模
様
と
木
綿
織
に
よ
る
独
特

の
風
合
い
が
特
徴
。
組
合
で
は
、「
館

林
紬
」
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

　

会
場
で
は
、
反
物
の
ほ
か
、
着
物
や

ワ
イ
シ
ャ
ツ
、ネ
ク
タ
イ
、ト
ー
ト
バ
ッ

グ
、
小
物
入
れ
な
ど
製
品
約
２
０
０
点

を
展
示
。
ま
た
、「
館
林
紬
」
の
歴
史

　

12
月
11
日
、
甘
楽
郡
甘
楽
町
・
甘
楽

ふ
る
さ
と
館
に
あ
る
達
磨
窯
で
「
瓦
」

の
色
付
け
を
行
っ
た
。

　

達
磨
窯
と
は
、「
い
ぶ
し
瓦
」
を
焼

く
伝
統
的
な
土
の
窯
の
こ
と
。
窯
の
両

端
の
焚
き
口
か
ら
投
入
さ
れ
た
薪
が
燃

焼
室
で
炎
と
な
っ
て
中
央
の
焼
成
室
に

送
り
込
ま
れ
、
瓦
を
焼
く
構
造
に
な
っ

て
い
る
。

　

今
回
の
色
付
け
で
は
、
仕
入
れ
た
焼

瓦
８
０
０
枚
を
最
高
温
度
約
７
０
０
度

で
焼
き
直
し
、
濃
淡
の
あ
る
い
ぶ
し
銀

に
仕
上
げ
た
。
こ
の
瓦
は
富
岡
市
内
に

あ
る
倉
庫
の
屋
根
に
使
わ
れ
る
こ
と
に

達磨窯と瓦

来場者に展示された製品を説明 展示された数々の製品

組合紹介
YouTube

甘楽町商工会ＨＰ
動画紹介サイト
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